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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、その初期の小説と異なり、D・H・ロレンス（1885-1930）の後期小説の舞台の多くが

イングランドではなく、イタリアやオーストラリア、アメリカ合衆国、メキシコに設定されて

おり、極めてグローバルな視座を提供していることを明らかにしている。実際、これらの小説

は、環太平洋地域の文化や社会の表象にまつわる諸問題を理解するために、非常に重要な役割

を果たす可能性を持っている。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This study shows that unlike his early novels much of Lawrence’s later fiction takes 
place not in England but in places such as Italy, Australia, the United States and Mexico: 
they provide us with quite global perspectives. It seems possible indeed that problems 
pertaining to the representations of cultures and societies of the circum-Pacific region 
can be understood using these novels as a starting point. 
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１．研究開始当初の背景 

英国のモダニズム作家 D・H・ロレンス

（1885-1930）がヨーロッパとアメリカ合衆

国を舞台として書いた『セント・モア』(1925)

を注意深く読むと、この小説が「アジアの中

心」を大西洋のみならず太平洋をも超えて全

世界を覆う悪の洪水の起源として表象して

いることから、このテクストは同時代の他の

テクストと黄禍や汎モンゴル主義への危機

感を共有しており、当時のアメリカの恐怖を

ヨーロッパの恐怖へと重ね合わせたテクス

トであることが分かった。その一方で、悪の

指示対象が変遷しているため、アジアの脅威

を声高に主張する諸著作と、その脅威を自ら

のテクスト内で脱構築している『セント・モ

ア』との差異を無視できないことも分かった。

同様のことがロレンスの他のテクスト、ある

いは他の作家にも当てはまるのかどうか、差

異があるとすればそれをどのように理解す

べきかといった観点から、より広い文脈でア

ジア表象を検討し、それを環太平洋表象分析

へと接続してみようと考えるに至った。 

 

２．研究の目的 

本研究は、近現代英米文学において環太平洋

諸国あるいはそこに住む人々が、欧米植民地

主義・帝国主義等を背景にどのように表象さ

れてきたのかを文学・思想史的に解明するこ

とにより、今後の英米文学・文化の一層の理

解、さらには環太平洋地域における有意義な

文化・社会的交流のための視座を提供するこ

とを目的とした。 

 

３．研究の方法 
社会・科学的言説と文学テクストとの関係を
探るときの理論的枠組みとしては複数のレ
ベルの言説の相同性を分析し新歴史主義の
出発点となったミシェル・フーコーの研究を、
環太平洋を中心とした異文化表象分析の枠
組みとしてはフーコーの理論に触発されこ
れまたポストコロニアル批評の出発点とな

ったエドワード・サイードの研究をたたき台
とした。また、植民地主義や帝国主義を踏ま
えつつ D・H・ロレンスを含む英米作家による
様々な｢旅｣のあり方を分析・評価するドゥル
ーズ＝ガタリの著作も参照した。さらに、モ
ダニズムを論じる場合や、19 世紀から 20 世
紀への時代の移り変わりを問題にする場合
には、1920 年代アメリカの主要なテクストを
「ネイティヴィスト・モダニズム」の言説と
定義したウォルター・ベン・マイケルズの『わ
れらのアメリカ―ネイティヴィズム、モダニ
ズム、プルーラリズム』をたたき台とした。 
 
４．研究成果 

英国のモダニズム作家 D・H・ロレンスの後

期小説、とりわけ環太平洋地域を舞台とした

小説を、批評理論ないし現代思想と共鳴ある

いは対話、場合によっては対立させることに

より、それぞれのテクストの新たな読解を提

出する試みを、平成 20 年度に日本語による

一冊の単著『D・H・ロレンスと批評理論――

後期小説の再評価』（国書刊行会）にまとめ

ることができた。第一章では、ロレンスの代

表作とされる小説『恋する女たち』を扱い、

ルネ・ジラールの欲望理論を援用することに

より新たな読解を目指した。第二、三章は、

『アーロンの杖』を扱い、小説の有機的統一

といった観点から再評価することが不可能

であること、ならびに全体主義的傾向も自己

解体していることを論じた。また、ドゥルー

ズ＝ガタリの「脱領土化／再領土化」という

概念に着目することにより、二人の主人公ア

ーロンとリリーの関係を新たに捉え直した。

第四章では、『カンガルー』における群衆の

概念あるいは表象の意味と機能を、同時代の

社会的言説等との比較を通して明らかにし

た。第五章は、『セント・モア』における「ア

ジアの中心」という表象が具体的にはタター

ル地方を指す可能性が高いことを示したう

えで、この表象が悪の起源とされていること

に注目し、当時の英米における黄禍や汎モン

ゴル主義への危機感と『セント・モア』との

関係を検討した。第六章は、『セント・モア』



における自然と文明の概念を再考し、このテ

クストの提示する破壊的創造という優生学

的ヴィジョンを分析した。第七章では、ラカ

ン／ジジェクやウォルター・ベン・マイケル

ズの概念を参照し、『セント・モア』におけ

る「アジアの中心」という表象は、イギリス

とアメリカを一時的に結ぶ媒体であること

を主張した。第八章は、ナチズムやポストコ

ロニアリズムも視野に入れつつ、『羽毛の蛇』

における性の表象をミシェル・フーコーが引

用した主人公ケイトの言葉を出発点として

考察した。 

F・R・リーヴィスの序列化以降高く評価さ

れることがなく、1980 年代まではほとんど論

じられていなかったロレンスの後期作品群

を取り上げることの一つの意義は、これまで

「性の解放と自然への回帰を称揚した生命

主義者」と時に単純化されてきた D・H・ロレ

ンス像を修正することに認められる。具体的

には、後期小説群の中でも、オーストラリア

を舞台とする『カンガルー』やアメリカ合衆

国南西部を舞台とする『セント・モア』、メ

キシコを舞台とする『羽毛の蛇』等に顕著な

ように、後期ロレンス作品はグローバルな性

格を持つ。イングランド以外を舞台とするこ

れらの小説を再評価することにより、より広

いグローバルな視野、具体的には環太平洋異

文化表象という視座からロレンスを捉える

ことが可能になった。今世紀に入ってから批

評理論の援用により新たな批評パラダイム

への移行を提唱している研究や、（ポスト）

コロニアリズムを踏まえた研究等、後期小説

の問題点から目をそらすことなく積極的再

評価を試みるという意味で本研究と共通点

の多い試みがなされるようになってきた。た

だし、それらの研究においては、啓蒙的であ

るために具体的な作品分析における説得力

や斬新さに欠ける嫌いがあったり、後期ロレ

ンス作品の旅の特徴の解明を主眼としてい

るもののアメリカ合衆国の社会的言説が軽

視され環太平洋地域の一環としてのアジア

が依然として盲点になっていたりする。批評

理論の解説よりもそれを援用し、これまでの

定説や解釈を疑問視したり新たな見方を提

示したりすることに力点が置かれた本研究

は、グローバル化する現代における日進月歩

のロレンス研究あるいは英米文学・文化研究

のみならず、それらの枠を超え様々な学問の

場における今日的議論の一層の進展・活性化

に寄与すると考えられる。 

平成 21 年度には前年度に出版した上述の

著書を英語による博士論文にまとめた。内容

的には、日本語著書と大きく変わらないが、

『セント・モア』における自然と文明の概念

を再考した第六章、ならびに『セント・モア』

における「アジアの中心」という表象の媒体

的機能を検討した第七章は、割愛せざるをえ

なかった。海外の雑誌への投稿を目指し、い

ずれ英語論文として練り直したい。ただし、

雑誌の場合には部分的な成果発表にしかな

らないので、この二章分の英語版を博士論文

に加えた一冊の英語著書としての刊行も視

野に入れたい。ロレンスの著作の研究と並行

してロレンス以外の作家の研究も推進した

かったが、十分な成果を上げることができな

かった。ロレンスの集中的な研究により展望

は開けたので、今後の課題としたい。 
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